
 

● 既製の椅子・シートで着座時の座面形状が簡単に計測できる 

● テープ式センサ（TS）は薄く柔軟で、着座時に違和感が生じない 

● 計測結果は三次元グラフにより任意の角度で見ることができる 

● 座標データは、エクセル等のアプリケーションで利用できる 

● テープ式センサ（TS）の規模は、目的に応じた設計が可能 
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■TS による形態計測の原理 

 TS は、高弾性・フレキシブルなテープ状薄板表

面上の長手方向に、一定間隔でひずみゲージを添着

したもので、これを計測対象物表面に沿わせると、

形態に対応した信号が出力されます。         

 厚さ t のテープを平坦な状態から曲率半径 R の

円弧状に変形させたとき、テープ表面のひずみεは 

 R
t
2  

となるので、テープ表面に添着したひずみゲージで、

これを計測すれば、その点における曲率半径を得る

ことができます。 

■形態曲線の求め方 

 各ひずみゲージ位置における円弧を始点ゲージ

から順次滑らかに接続することにより、全体の形態

曲線が得られます。円弧長さ L をひずみゲージ間

隔とすれば、最初の円弧の中心角θ0 は 

0
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で得られるので、スタート位置の座標と方向が決ま

れば、円弧中心および円弧終端の座標が決まり、中

心と円弧終端点を結ぶ直線上の R1 の位置に次の円

弧の中心が来るので、次の円弧の中心位置が決まる。 

これを順次繰り返すことにより、各ひずみゲージ位

置での円弧が滑らかに接続され、接続点の座標が順

次決定されることになります。 

■形態曲線の空間座標の決め方 

 上記の通り、形態曲線はスタート位置からの円弧

を順次つないで得られているので、スタート位置の

空間座標と進行方向が決まればそれ以降の曲線各

部の座標は自動的に決まることになります。 

この時、スタート位置での進行方向設定に誤差があ

ると、末端に行くほど、実際の座標位置とのズレが

大きくなりますので、設定誤差補正機能が必要にな 

ります。 

■システムの構成例 

 ・テープ式形態計測センサ（TS）２組×20ch 

 ・データロガー                       

 ・スキャナー                         50ch 

 ・計測用ソフトウエア                  １式 

 ・TS 校正用治具                １式 

 ・基準点設定用治具                    １式 

 ・接続ケーブル                        １式 

 ・コンピュータ（OS：Windows） １式 

■ソフトウエアの機能 

 ・センサ動作状況のチェック 

 ・センサ校正（キャリブレーション） 

 ・校正用治具登録 

 ・基準位置情報設定（スタート位置情報） 

 ・形態曲線の二次元グラフ表示 

 ・基準点進行方向誤差補正 

 ・三次元グラフ表示（回転機能付） 

 ・画面印刷 

 ・保存計測データの再現 

 ・計測データのテキストファイル作成（csv） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測結果表示画面の例（表面写真の椅子での例）

株式会社 特殊計測 

  本社 〒230-0001 鶴見区矢向 6-11-13 TEL 045-572-5372（代） FAX 045-582-3688 

http://tokushu-keisoku.jp 

※ 本システムの製作に際しましては、慶応義塾大学理工学部機械工学科 山崎教授のご指導をいただきました。



接触面形状計測システム
～挟み巻きつけ、形を測る～

接触面形状と設計・評価

計測原理とテープセンサ

厚さ0.15 mmのテープ状ばね鋼板に35 mm間隔で
箔歪ゲージが貼り付けられています。導線はフレ
キシブルプリント基板で、スキャナを介してPC
に取り込みます。センサは20ch用と10ch用があ
り、それぞれ身体長さ方向および幅方向の接触面
寸法に十分に対応できます。

校正は円板にテープセンサをあてがい、両方向に
曲げて行います。円板の半径と、ひずみ値から回
帰式を作成することで、保護テープなどの厚さ2h
の補正係数を求めることができます。

○円弧の有限個分割 ○円弧半径と中心角の算出

20ch用
全長 880 mm 有効長 700 mm

マットレスや椅子のクッションは、製品形状と使用中の形状とが異なります。このような接触面形状を知るために、従来はクッションに穴を開けて細い棒を下から出
すか、熱可塑性樹脂を敷くなどの方法がとられていました。このため、薄いテープを挟むだけで変形形状が分かる接触面形状計測システムを開発しました。

マットレスのクッション硬さ分布設計
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連続した曲線は有限個の円弧に分割できます。円弧の半径と中心角は表面ひず
みから計算できるため、円弧を滑らかにつなげていくことで曲線の形状を推定
できます。
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〒230-0001 神奈川県横浜市鶴見区矢向6-11-13
TEL： 045-572-5372

http://tokushu-keisoku.jp/

株式会社特殊計測 山崎信寿

〒223-8522 神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1
e-mail：yamazaki@mech.keio.ac.jp
http://www.yamazaki.mech.keio.ac.jp

慶應義塾大学理工学部
機械工学科 教授

人間工学研究室
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計測・処理方法
設置と計測：テープセンサの両端が滑るように支持し、かつ張力がかからない
ように、テープセンサの上側と下側を低摩擦布で挟んで使用します。

処理：ひずみ値とテープセンサの校正結果から円弧を計算し、分割された円弧
を滑らかに接続します。得られた形状の中央を正中に、両端点高さが固定台の
高さに合うように並進と回転移動させます。専用ソフトでは得られた推定形状
を空間的に確認することもできます。

表示：変形が分かりやすいように、厚さ70 mmの柔らかいウレタンに座った場
合の接触面形状を示します。坐骨部が大きく沈んで大腿支持面が傾斜し、前額
面では大腿の形に凹んでいることがわかります。
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